
 

 

 

 

 

 

今年は秋が早く訪れて例年よりも秋が長く楽しめそうな予感です。 

９月８日は「中秋の名月」（十五夜）９月９日は「満月」（スーパームーン）を楽しまれましたか？中秋の名月に満

月が楽しめたのは４年ぶりのことで、そしてこれ以降は２０２０年まで７年連続で、満月でない中秋の名月が続

くそうです。今年見れた私たちはとてもラッキーです！ 

さて、中秋とは二つ書き方があるのは皆様ご存知でしょうか？「中秋」と「仲秋」がありそれぞれに違いがあり

ます。まず、「ちゅうしゅう」とは、旧暦の秋の真ん中の時期をさします。昔は、旧暦 7・8・9 月（現在の暦の 8・9・

10月頃）を「秋」としていました。そして、7月を孟秋（孟は「はじめ」の意味）、8月を仲秋、9月を季秋（季は「末」

のこと）と呼んでいました。 

このように、「旧暦 8 月」を表すときには、「仲秋」と書き、「仲」の文字を使います。一方で、「中秋」と「中」の文

字を使うと、秋の丁度真ん中の日「旧暦 8 月 15 日」だけをさすことになります。 

つまり、「旧暦 8月 15 日の月は中秋の月」で、「旧暦 8月の複数の月を仲秋の月」というわけです。 

中秋の名月は仲秋の月の中の 1 つです。今まではなにげなく見ていた中秋の名月も、こうやって漢字の使い

方や意味を知ることでもっと楽しめますね！     

                 

  オアシスニュース！！   

９月よりお弁当箱が新しくなり、お漬物がつくようになりました！ 

 

会員様の声 

「以前と変わらず美味しいよ～！」「お弁当の容器が可愛くなっていい♪」 

「量もちょうどいいです。」などの声が聞かれています。 

                    

     月 火 水 木 金 土 
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        敬老の日  
     今年もオアシスラブでは９０歳以上の方が６名いらっしゃいました。 

敬老のお祝いとして花束をプレゼントさせて頂きました。皆さんいつも笑顔で 
スタッフも周りの方も元気を頂いています♪現在福岡市の７５歳以上の方は 
１２８，２００人を超えていて、福岡市で最高齢の方はなんと！東区にお住まいの方で 
１１１歳の方だそうです！これからもオアシスクラブで沢山の事に挑戦して、ますます 
元気に通って頂きたいものです ♪おめでとうございます！ 

 
      
               花束を受け取った皆様から一言コメントを頂きました 
      
                       

  
 
                   
 
 
 

 
 
                           
                                       

    
 
 
 
 
 
 
                                            
                                          

音楽グループラルゴ♪コンサート  
      

                      大嶋先生率いるラルゴのメンバーの８名の方が、三味線やつづみなどの 
楽器を用いて唄と一緒に演奏をしてくださいました！「博多夜船」では会員様   
が自らマイクをもち唄を披露して下さったり、「ドンガラガン」で冷泉小学校出身
の方々が習っていたとのことで大きな声で歌われ、アンコールでは「ぼんちか
わいや」を全員で歌い皆様とても楽しまれ素敵な時間でした。 

 
 
 
「ドンガラガン」とは？ 
明治初期に福岡県の博多で歌われた流行歌が変化したもの 

と言われている。本来はやかましく賑やかなことを言うようですが 
「ドン」とは当時の博多の町の人にお昼を知らせるために、 
空砲や太鼓で知らせたと言われ「ガラガン」とは明治政府が力を     
入れていた重工業の工場や鉄工所から休みなく聞こえていた               ↑ 
作業音のことらしく、この唄は職人であった当時の博多を垣間            ←三味線やちゃんちき、 
見ることのできる明るい陽気な唄です。                           つづみの音に、会員様 

興味深々でした♪ 

とても嬉しい

です。 

私よくばりさ

んで、９８歳に

なりました。 

１００歳目指し

てがんばりま

す♪ 

しあわせ～♪ 

皆ありがとう。 

まだまだやり

たいことはた

くさんありま

す。 

がんばるぞ！ 

ありがとうご

ざいます！ 

これからも元

気にオアシス

クラブに通い

ます♪ 

こんなに長生

きできるとは思

っていません

でした。家族の

おかげで、今

が一番幸せで

す！ 


